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松本城と美ヶ原高原を

松本森林事務所

55

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
建
造
さ
れ
た
天
守
は

国
宝
に
指
定
さ
れ
、
城
跡
は
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
城
と
呼
ば
れ
る
前
は
深ふ
か
し
じ
ょ
う

志
城
と
言
っ
て

い
た
が
、
市
民
か
ら
別
名
烏か
ら
す
じ
ょ
う
城
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

天
守
閣
で
は
、
戦
国
時
代
の
主
力
武
器
で

あ
っ
た
鉄
砲
戦
へ
の
様
々
な
備
え
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
厚
い
壁
に
は
矢
狭
間
・
鉄
砲
狭

間
が
あ
わ
せ
て
二
十
五
カ
所
あ
り
、
天
守
閣
な

ど
の
一
階
に
は
石
落
と
し
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
石
落
と
し
は
石
垣
を
登
っ
て
く
る
敵
を
防

ぐ
工
夫
で
、
狭
間
と
同
じ
よ
う
に
鉄
砲
を
使
っ

　

松
本
市
に
あ
る
松
本
森
林
事
務
所
管
内
の
、

松
本
城
と
美
ヶ
原
高
原
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
松
本
城

　

文
禄
（
一
五
九
三
～
四
年
）
時
代
に
建
て
ら

れ
た
五
重
六
階
の
天
守
を
中
心
に
、
四
百
年
の

風
雪
に
耐
え
、
戦
国
時
代
の
優
れ
た
築
城
技
術

て
の
攻
撃
も
可
能
な
武
備
で
し
た
。

　

天
守
一
階
で
は
た
く
さ
ん
の
柱
が
あ
り
、
建

材
は
ツ
ガ
、
檜
、
松
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

松
本
城
か
ら
は
日
本
ア
ル
プ
ス
が
眺
め
ら
れ

絶
妙
な
調
和
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
季
を
通
じ
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　

◯�

長
野
自
動
車
道 

松
本
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約

十
五
分

　

◯�

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
「
松
本
駅
」
下
車
徒
歩
約

十
五
分

◆
美
ヶ
原
高
原

　

本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
松
本
市
の
東

に
広
が
る
標
高
二
、
○
○
○
㍍
の
雄
大
な
高
原

で
す
。
北
・
南
・
中
央
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
、

浅
間
山
、
富
士
山
ま
で
も
が
見
渡
せ
る
三
六
○

度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
、
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
や
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
な
ど
美
し
い
花
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
美
ヶ
原
高
原
直
行
バ
ス
が
「
松

本
駅
ア
ル
プ
ス
口
」
か
ら
「
美
ヶ
原
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
」
ま
で
一
日
二
往
復
運
行
を
始
め
ま

し
た
。


